
野草班だより (2024Z手 2月 )                        (野 草班 )

☆季節の野草だより

昨年 9月 の大雨以来、助川山は管理道路以外の散策は禁じられているため野草の観察も管理

道路沿えが中心となっているが、ひねり沢は流域に大量の土砂の堆積があり、大変な被害状況で

あり、ひねり沢沿えの野草も土砂に埋もれてどうなるか今のところ全く不明である。

特に、これから春にかけて咲くユリワサビ、ニリンソウやカキドオシなどは大量の土砂の下敷き

となり、復活できるか大変心配なところだ。

復活が期待出来るのは、堆積した土砂の片付けなど「助川山市民の森」の復旧作業が実施された

後になると思われるが、作業が何時頃になるか今のところ情報は無く、気になるところだ。

そんな中でもホ トケノザやヒヨドリジョウゴ、オオイヌノフグリなどはやや出足が遅い感じで

はあるがあちこちで顔を見せている。フキノトオは森の教室前の苗畑の南側斜面にちらほら顔

を見せているが、出始めたばかりで、2月 中旬頃はまだまだ土から顔を出したばかり

ネイチャーセンター前の「やまぐりの丘」でシュンランの株を覗きこんでもまだ花が

咲く様子は見られない。例年 と同じように春は近づいているとは思 うが、2月 も

下旬ともなると春はそこまでと思わせる温かい 日があり、助川山の管理道路でも °
ホ
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☆季節の樹木だより

最近、全国的に「カシノナガキクイムシ」(通称カシナガ)と 云 う害虫によるミズナラなどが集団

で枯損する「ナラ枯れ」が発生 していて助川山でも昨年、管理道路沿え
「ひよどり越え」付近のミズ

ナラが枯れて処理することになった。ミズナラは助川山ではこの場所に 1本だけ生育 していたの

で大変残念なことになった。

ナラ枯れになった樹木は、カシナガが樹木に侵入する孔を掘った木 くずが樹木の根本に散乱 し

ているので比較的発見し易く、ナラの他シイやカシ類などにも見られ、駐車場付近のやまぐりの

丘や馬力神付近の植樹林の間伐時にも発見されたので山全体にも広がっていると思われる。

この「ナラ枯れ対応」は、保全くらぶでは持ち合わせていないので市に報告 し、処理を依頼 してい

るが、今後 どの程度の拡がりを見せるか不明なところで心配だ。

ミズナラについては、くらぶ員が出かけて拾ってきたミズナラの ドングリを森の教室前の苗

畑に蒔いているので、発芽すれば何れは助川山に移植する予定にしてお り、将来

は復活する計画である。

移植場所は「石の池」の湖畔を予定してお り、北側に 10本程度は育てて行き
たいと考えている。 ミズナラの葉はコナラより少 し大きくカシフよりは小さ

いがギザギザがややハッキリしていてコナラに対比 して樹高も高くなること

からオオナラと呼ばれるているようだ。幹や枝に水分を多く含むことから燃

えにくく、材木 として使われることが多いと云 う。
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